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レアメタルリサイクルへの取り組み

　　レアメタルについては、「リサイクル」「代替技

術」「新規輸入先」が話題になっています。目新し

いところでは国内企業の開発した、レアメタル自

体を小規模核種変換で「作る」特許が成立してい

ます。（特許第４３４６８３８号ほか３件）。中には、バ

リウムをネオジムやサマリウムに変換する実施例

が示されており、興味深いものがあります（特開

２００７－３２２２０２）。

　こうした社会情勢の下、名古屋市においてもレ

アメタルリサイクル事業に取り組んで来ました。

平成２１年に市民経済局産業育成課を中心に産学

官・組合・財団・ＮＰＯのほか、工業研究所も協力

して「中部都市鉱山研究会」が発足しています。

　主な成果としては、国の平成２１年度と平成２２年

度の「使用済み小型家電の回収モデル事業」に津

島市と連名で提案し採択されました。これは経済

産業省と環境省が所管する平成２０年度からの事業

で、「適正かつ効果的なレアメタルのリサイクル

の構築を目指すべく」特定の地域を指定してモデ

ル事業を実施するというものです。

　今年度事業では、平成２２年１２月末まで小型家電

の回収を行いました。名古屋市内のショッピング

センターなど３０ヶ所（津島市は６ヶ所）に回収箱

を設置して、これまで決まった回収方法の無かっ

たデジカメやゲーム機といった３０ｃｍ角以下の小

型家電を、レアメタル資源として市民の皆様から

提供していただきました。

　また工業研究所では材料応用化学研究室を中心

に、名古屋大学と連携して貴金属やレアメタルを

微量に含む排水からの回収を研究しています。

　この事業は文部科学省特別経費「東海地域にお

ける生物系未利用資源のカスケード型利用システ

ムの構築」を実施する名古屋大学エコトピア科学

研究所に対し、名古屋市がこれに連携して実施す

る「環境調和型技術共同研究事業」のひとつとし

て「無機系排水からの有価金属回収」を研究開発

するものです。

　この研究では、「連続向流泡沫分離法」を検討し

ています。具体的には、まず特定の金属イオンに

親和性を示す界面活性剤を用いて、溶液中に気泡

を発生させます。この気泡は表面に金属イオンを

吸着した状態で浮上するため、それを集めて金属

イオンを回収することができます。今年度は各操

作因子の分離特性に対する影響を調べました。

（材料化学部長　安田　良）
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　機械図面には、寸法のほかに表面形状に関する

表示、例えば気密性・潤滑性・密着性・接着性・

外観光沢などのさまざまな目的に合わせて真直度、

平面度、真円度などの幾何偏差や表面粗さ、表面

うねりの評価パラメータが記入されています。

　要求精度が低い場合は、各種の測定工具（基準

器、ダイヤルゲージなどの変位計、Ｖブロックな

どの補助具）を使用して形状、幾何偏差を検査す

る方法や、比較用表面粗さ標準片を用いて触覚お

よび視覚により表面粗さを判定する方法がありま

す。しかし、高い精度や信頼性が要求される場合

は、三次元測定機、真円度測定機、輪郭形状測定

機、表面粗さ測定機などの精密測定機器で測定し

ます。検出方式は、従来から広く使用されている

接触式と普及がめざましいレーザ等を応用した非

接触式があります。

　当所では、非接触式の三次元測定装置と接触式

の輪郭形状・表面粗さ測定機を使用して対応して

います。以下に概要を紹介します。

非接触式三次元測定装置

　レーザ光をスポット径１μｍに集光し、測定面

に照射、ＸＹステージによりスキャニングさせて、

レーザサーボ式オートフォーカス顕微鏡によりＸ

Ｙ値におけるオートフォーカスポイントのＺ値を

測定します。三次元形状測定、断面形状測定、高

さ、角度、曲率測定やエッジ検出による円、溝測

定、表面粗さ解析機能があります。

　測定範囲／分解能

　　　ステージ　　　　　Ｘ軸 １５０㎜ / ０．１μｍ

　　　　　　　　　　　　Ｙ軸 １５０㎜ / ０．１μｍ

　　　オートフォーカス　Ｚ軸 ８㎜ / ０．０１μｍ

　図１はプラスチック成形品表面の三次元形状表

示図です。平面度は測定エリアの全測定点数から

基準平面を求め、最大値と最小値の差を算出しま

す。図２は金属加工面の三次元表示図です。切削

送りマーク、面の方向性や均一性、深い傷の有無

などの確認や表面粗さパラメータＲａ、Ｒｙ、Ｒｚな

どの解析ができます。

図１　成形品の表面形状表示

図２　金属加工表面の粗さ表示

輪郭形状・表面粗さ測定機

　加工面の粗さ、うねり、あるいは摩耗や傷、薄

膜などの表面状態を測定する一般的な触針式表面

粗さ測定機に形状測定用検出器を取替えて、寸

法・角度・ピッチ・段差・半径など断面形状測定

機能を付加した測定機です。　

　粗さ測定仕様　

　　　測定範囲　　　　　Ｚ ８００μｍ　Ⅹ １００㎜

　　　駆動部真直度精度　０．２μｍ / １００㎜

　輪郭形状仕様

　　　測定範囲　　　　　Ｚ ５０㎜　Ⅹ １００㎜

　　　駆動部真直度精度　１μｍ / １００㎜

　生産加工研究室では、各種部品や製品の寸法、

形状、表面性状に関する依頼試験、技術相談を

行っております。お気軽にお問合せください。

（生産加工研究室　清水　孝行）
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試験紹介 表面形状測定について
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　スズ（元素番号Ｓｎ）は比較的軟らかく、低融点

の金属であり、鉄素地上のスズめっきはブリキと

してよく知られています。また、はんだぬれ性が

良いので電子部品のめっきとして広く用いられて

います。電子部品のめっきではウイスカ対策のた

め、以前はスズ－鉛合金めっきであるはんだめっ

きが用いられてきましたが、現在はスズ－銀、ス

ズ－銅、スズ－ビスマス合金めっきなどがはんだ

代替めっきとして実用化されています。また、ス

ズは人体に対する毒性が低いことから様々な外観

や機能を持つ合金めっきとして研究が行われてお

り、当所においてもこれまでに愛知県鍍金工業組

合との共同研究等により装飾用クロムめっき代替

スズ－コバルトめっきやニッケルアレルギー対策

としてのニッケル代替銅－スズ合金めっきの研究

などに取り組んできました１），２）。

　ここでは、平成２０～２２年度戦略的基盤技術高度

化支援事業（サポイン事業）に採択された、狭ピッ

チコネクター部品のめっきにスズ－ニッケル合金

めっきを用いる新しい技術の開発において、当所

が企業と共同で取り組み、従来の技術と比べて優

れた耐食性、耐熱性を得ることができましたので

紹介します。

　スズ－ニッケル合金めっきは装飾性、耐食性に

優れためっきですが、一般にはめっきの内部応力

が高く、厚付けに不向きであるため、広く実用化

されることがありませんでした。本研究ではコネ

クター部品のめっきとして一般的なニッケル／金

めっきの中間層としてスズ－ニッケル合金めっき

を用いました。さらにパラジウムめっきをスズ－

ニッケルめっきと金めっきの中間層に用い、下地

ニッケル層を硫黄含有量の少ない特殊ニッケル

めっきにすることにより電子部品の耐食性試験と

して過酷な条件である亜硫酸ガス試験９６時間をク

リアする良好な耐食性を有するめっき皮膜を得る

ことができました。

図１　高機能化めっき皮膜の断面ＳＥＭ像写真

　本研究のめっきの断面ＳＥＭ写真を図１に示し

ます。このめっき皮膜の金めっきの膜厚は０．１μｍ

程度ですが、従来のニッケル／金めっきプロセス

で同程度の耐食性を得るには金めっきの膜厚を１０

倍以上にする必要があり、コスト面から見ても非

常に優れたプロセスであるといえます。この技術

の最大の特長は、実装の段階で行われるリフロー

後の方が高耐食性を有する点です。これはスズ－

ニッケルめっきが下地ニッケルめっきとの相互作

用により、リフロー温度に加熱されることでより

安定なＮｉ３Ｓｎ２の結晶構造となるためと考えられ

ます。

　このように合金めっき皮膜の性質は単体金属の

めっきとは異なっているため、うまく利用すれば

高機能化めっきプロセスを開発することができま

す。本研究をはじめとするスズなどの合金めっき

プロセスに興味のある方は下記の連絡先まで気軽

にお問い合わせください。

１）　加藤　月刊名工研２００３年　１１月号　Ｐ２

２）　平成１５～２０年度　名古屋市工業研究所　研究

　　報告

（表面技術研究室　松本　宏紀）
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研究紹介 スズ合金めっき技術の開発
～戦略的基盤技術高度化支援事業による開発事例から～

金

ズズ－ニッケル

ニッケル

←パラジウム
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　工業研究所および（財）名古屋産業振興公社は、

当地域の企業の皆様に役立つ技術情報を発信し、

また企業間、工業研究所職員との交流を深めてい

ただくため、「ものづくり交流フォーラム」を開催

いたします。参加費は無料です。多くの皆様のご

参加をお待ちしております。

１　開催日時

　平成２３年３月１７日（木）～１８日（金）

２　会場

　名古屋市工業研究所

３　講演内容

　３月１７日 ９：３０～［プラズマ技術講演会］

　・「環境にやさしいＤＬＣコーティングの現状と

　　今後の動向」（依頼講演）

　　　　　　日新電機㈱　経営企画部

　　　　　　技術企画グループ長　中東孝浩　氏

　・「プラズマ溶射技術の現状と応用」（依頼講演）

　　　　　　　　スルザーメテコジャパン㈱

取締役技術部長　和田哲義　氏

　３月１７日 １３：３０～

　・「工業技術グランプリ表彰式」

　・「工業技術グランプリ優秀開発事例発表会」

　・「定年のない会社のものづくり、人づくり

　　～一生元気、一生現役～」（記念講演）

　　　　　　　　西島㈱　

代表取締役社長　西島篤師　氏

　３月１８日 ９：３０～［ＣＡＥ・試作支援講演会］

　・「工業研究所の試作支援機能の強化について」

工業研究所　参事　平野幸治

・「三次元造形装置とＸ線ＣＴ装置による樹脂試

作品と現物の融合」

　プラスチック材料研究室 研究員　飯田浩史

　・「新規導入設備、高速引張試験機と衝撃圧縮試

験機のご紹介」

　　　　　　生産加工研究室 研究員　村田真伸

　・「プレス成形へのＣＡＥの適用」

　　　　　　生産加工研究室 研究員　西脇武志

　・「自動車開発におけるＣＡＥの適用事例と衝突

　　ＣＡＥにおけるアルミ部品の破断予測手法の

　　紹介」（依頼講演）

　　　　　トヨタテクニカルデベロップメント㈱

第４ＣＡＥ技術部　室長　西村律　氏

　３月１８日 １３：００～

・「ＣＡＥにおけるプラスチック射出成形シミュ

レーションの役割」（依頼講演）

　　㈱テラバイト

　　技術部   サブグループリーダー   根本泰則   氏

・「ＣＡＥを用いたプラスチック射出成形金型業

界の支援」

　　　　生産加工研究室 主任研究員　黒部文仁

４　ポスターセッション、オープンラボ

　　当所の重点研究、得意技術のポスター発表を

行ないます。また３月１８日には、研究室公開、

試験装置デモを行ないます。

５　問い合わせ先

　（財）名古屋産業振興公社　工業技術振興部

　情報交流課

　ＴＥＬ：（０５２）６５４－１６８３（直通）　

　ＦＡＸ：（０５２）６６１－０１５８

　ホームページ：

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｉｐｃ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ/ｋｏｕｇｙｏｕ/

　

注）イベントの詳細は上記のホームページをご覧

　下さい。


